
リ
ュ
ウ
ミ
ン
�
中
ゴ
シ
ッ
ク
�
  
 H

el
ve

tic
a�

  
 T

im
es
�

N
ew

sG
ot

hi
c�

‚
É

Ä
Ð
  
合
成
あ
り
�

Ｒ登録商標

【組 　成 　・ 　性   状】
１.組�成
１バイアル（５mL）中多硫酸グリコサミノグリカン500㎎を含
有する。

２.製剤の性状
無色～淡黄色澄明の注射液で、ベンジルアルコールのにおい
がある。

【効  能  又  は  効  果】
犬：非感染性変形性関節症に伴う症状の治療

【用  法  及  び  用  量】
犬：通常、体重１㎏当たり本品0.05mL（多硫酸グリコサミノグ

リカンとして５㎎）を１週間に２回筋肉内に注射する。
投与期間は、４週間（合計８回の注射）を原則とする。

【使  用  上  の  注  意】

［一 般 的 注 意］
(１)本剤は、定められた用法・用量を厳守すること。
(２)本剤は、獣医師の適切な指導の上で使用すること。

［対象動物に対する注意］
１.制限事項
（１）本剤は、出血性疾患又はその疑いがある犬には投与しない

こと。
（２）本剤並びにヒアルロン酸、ヘパリン等本剤に類似の化合物

に過敏症を示す犬には投与しないこと。
（３）肝臓機能又は腎臓機能に障害のある犬には慎重に投与する

こと。
（４）妊娠中及び哺乳中の犬に対する安全性は確立されていない

ので、妊娠中及び哺乳中の犬には慎重に投与すること。
２.副作用
（１）本剤投与後、一過性の下痢を起こすことがある。
（２）本剤は注射部位においてときに軽度な疼痛を起すことがあ

る。

［取 扱 い 上 の 注 意］
使用済みの空容器等は適切に処分すること。

［保　管　上　の　注　意］
小児の手の届かないところに保管すること。

名称 製品番号 版番号 新村
印刷表 面 アデクァン 5115-2026 Ｔ 03

Ｔ03

動物用医薬品

犬非感染性変形性関節症用薬

2007年４月改訂
2005年４月改訂（第３版）

日本標準商品分類番号
８７９６９９

使用期限
包装に表示の使用期限内
に使用すること。

貯法
室温保存
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多硫酸グリコサミノグリカン注射剤
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【薬     物 　 動　   態】
滑膜炎人工誘発犬に対し本剤を筋注した場合、本剤投与２時間後
には血清、関節滑液ともに最高薬物濃度に達した。また関節部位
では少なくとも投薬72時間後まで有効薬物濃度を維持し、通常関
節より炎症関節において、60～110％高濃度に分布した。

【臨     床    成     績】
本剤の国内での臨床試験は、非感染性変形性関節症罹患犬を対象
として、５㎎/㎏体重の用量で１週間に２回合計４週間（合計８
回）筋注により実施された。臨床試験成績の概要は以下の通りで
ある。
①投薬前からの臨床症状スコア改善率
変形性関節症に特徴的な臨床症状をスコア化し、それらのスコ
アの合計について投薬前からの改善率を算出したところ、改善
率は72.5％であり、投薬前に比べ有意（P＝0.0001）に改善し
た。

②獣医師による総合評価
投薬前からの治療効果を著効、有効、中程度、無効のいずれか
で判定したところ、有効以上の症例の割合は75.4％であった。

③治療効果
臨床症状スコアの合計が投薬前から２ポイント以上改善された
症例を有効、２ポイント未満を無効とした場合の有効率は
96.4％であった。

また本剤に起因すると考えられる有害事象としては、軽度で一過
性の注射部位の疼痛（3.4％）がみられた。

【薬     効 　 薬　   理】
１.軟骨組織修復作用
軟骨細胞外マトリックスへ移行し、プロテオグリカン等と結
合することにより、損傷した軟骨を修復する。

２.軟骨構成成分の分解酵素阻害作用
関節軟骨の構成成分であるコラーゲン、ヒアルロン酸、プロ
テオグリカン等の分解酵素を阻害する。

３.軟骨構成成分の合成促進作用
軟骨細胞、滑膜細胞におけるコラーゲン、ヒアルロン酸、プ
ロテオグリカン等の体内合成を促進する。

４.抗炎症作用
炎症誘発に関与するプロスタグランジンE２の生合成やヒアル
ロン酸分解に関与する有害酸素ラジカルの好中球から炎症関
節滑液中への放出を抑制する。

【有効成分に関する理化学的知見】
構造式：

名称 製品番号 版番号 新村
印刷うら面 アデクァン 5115-2026 Ｔ 03

分子式：（C14H19NO24S４Na４）n
性�状：白色～淡黄色の粉末で、においはない。

水に極めて溶けやすく、エタノール（95）にほとんど溶け
ない。

【　  包    　　  装    】
アデクァン　　　５mL（バイアル）
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